
１ はじめに

平成１４年７月に公定法に採用された ICP−MS法１）

は，迅速，簡便かつ高精度な方法である。昨年度の陸

水試料２）に引き続いて，土壌試料中のウランについ

て，現行の環境監視における α線スペクトロメト

リーによる分析に並行して分析を行ったので報告す

る。

２ 分析方法及び測定条件

２．１ 分析方法

ICP−MS法については，文部科学省編のウラン分析

法１）に 準 じ て，土 壌 試 料 を 乾 燥（１０５℃），灰 化

（５００℃，４時間），硝酸を添加し煮沸（３０分間），メ

ンブランフィルター（０．４５µm）でろ過及び希釈した

後，測定を行った。表１に両分析法の供試量，方法，

測定機器及び目標レベルを示す。

２．２ 測定条件

表２に ICP−MS測定装置の測定条件を，表３に α

線スペクトロメータの測定条件を示す。なお，測定値

は，ICP−MS法では U－２３８重量（µg）を８０．４２で除し

て U－２３８放射能（Bq）へ換算した。
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表２ ICP−MS測定装置の測定条件

装置 島津製作所製 ICPM－８５００（四重極型）

モード 定量分析

質量分析器

定量プロファイルポイント数 １１

定量積分ポイント数 １

積分繰返し回数 ２００

測定時間（msec） ２

積分時間（msec） ４００

プラズマトーチ

高周波出力（kW） １．２

サンプリング深さ（mm） ５．０

クーラントガス（L／min） ７．０

プラズマガス（L／min） １．５

キャリアガス（L／min） ０．６

表１ 分析方法等の比較

項 目 ICP−MS法 α線スペクトロメトリー

分析供試量 ５g

前処理法
硝酸浸出

ろ過（メンブランフィルター（０．４５µm））

分離法 ― TBP抽出法＋電着

測定機器

ICP−MS測定装置 α線スペクトロメータ

島津製作所製
ICPM－８５００

キャンベラ製
αー Analyst型

分析目標レ
ベル（µg／g）

０．００８ ０．０２

表３ α線スペクトロメータの測定条件

Si半導体検出器 CANBERRA 社製 PIPS型

増幅器及び高圧電源 CANBERRA 社製 AIM

波高分析器 CANBERRA 社製 AIM

性
能

印加電圧（V） ４０

FWHM（keV） ２０

有効面積（mm２） ４５０

Energy／ch（keV／ch） 約３．４

Channel仕様幅 １０２４

XYレコーダ
キャノン LaserShotLBp－３５０

（プリンタ）

校正用線源 なし

電着板 ステンレス

回収率補正用トレーサー U－２３２
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３ 結果及び考察

表４に測定結果を示すが，両分析法の結果は良い一

致を見た。なお，１０月採取の河底土（池河川上流）の

結果に開きが見られるが，同地点の河底土は，粗い粒

子と細かい粒子が混在した砂質であり，分取した試料

の粒子のばらつきが原因と考えられた。

図１に，６月採取の未耕土（夜次）と試料ブランク

の ICP−MSスペクトルを示すが，バックグラウンド

は低く，かつ U－２３８スペクトルへの妨害ピークはな

かった。両分析法の結果が良く一致していることから

も，このことが裏付けられた。
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表４ ウラン濃度測定結果

採取月 種 別 採取地点
ICP−MS法（Ａ）
（単位：Bq／g乾）

α線スペクトロメトリー法（Ｂ）
（単位：Bq／g乾）

Ａ／Ｂ

４ 河底土 池河川上流 ０．０１０ ０．０１０±０．００１ １．００

池河川中流 ０．０２５ ０．０２３±０．００１ １．０９

天王 ０．０１８ ０．０１６±０．００１ １．１３

石越 ０．０１２ ０．０１２±０．００１ １．００

本村 ０．０２０ ０．０１７±０．００１ １．１８

水田土 赤和瀬 ０．０２９ ０．０２５±０．００２ １．１６

天王 ０．０５１ ０．０４７±０．００３ １．０９

５ 河底土 中津河上流 ０．０１１ ０．０１２±０．００１ ０．９２

中津河下流 ０．０１２ ０．０１２±０．００１ １．００

６ 未耕土 人形峠西部 ０．０１９ ０．０１８±０．００１ １．０６

人形峠南部 ０．０３６ ０．０４０±０．００３ ０．９０

夜次 ０．０７２ ０．０６９±０．００５ １．０４

畑土 赤和瀬 ０．０２９ ０．０２９±０．００２ １．００

天王 ０．０３７ ０．０４１±０．００３ ０．９０

９ 畑土 赤和瀬 ０．０３０ ０．０２９±０．００２ １．０３

天王 ０．０３７ ０．０３８±０．００２ ０．９７

１０ 河底土 池河川上流 ０．０１１ ０．０１９±０．００１ ０．５８

池河川中流 ０．０２１ ０．０２４±０．００２ ０．８８

天王 ０．０１４ ０．０１６±０．００１ ０．８８

石越 ０．０１０ ０．０１２±０．００１ ０．８３

本村 ０．０１９ ０．０１６±０．００１ １．１９

水田土 赤和瀬 ０．０３０ ０．０３１±０．００２ ０．９７

天王 ０．０５３ ０．０６１±０．００４ ０．８７

１１ 未耕土 人形峠西部 ０．０１９ ０．０１９±０．００１ １．００

人形峠南部 ０．０５９ ０．０５５±０．００４ １．０７

夜次 ０．０６０ ０．０６２±０．００５ ０．９７
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図１ ICP−MSスペクトル〔６月採取の未耕土（夜次）とブランク〕
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